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B－no　　　 縫製 作業の 疲労 の研究 （第 ６報）

一職種別 に よる疲 労 一

甲村学 園 短大　 石 橋葉 子　 Ｏ原 栄子

目的　 第4 報 では、 縫製工 場従業 員の 自覚的 次疲労 の感覚 と、 個別症 状につい て、社

会的 条件 や個人的 条 件な ど11c 要因 か ら検 討を こ ゝろ み報告を し た。 こ の結果、 経験年

数 や 職種 などは 、 作業 前後の 疲労感 忙差を 生する とい う結果を 得たＯ しかし、 現場 の従

業 員 の条件 が復雑 である の で、 別に条 件を 整備し て実 験を行い、 検 討した 結果 を 報告す

るo

方法　1  ) 期 日、1979 年 ２月下句 の４ 日間　2  ） 被検 者　20 才 の健康 痙成人 女子16 名

3)  測定 調査 項目、 フ11  ヅカ ー値、 大 脳活励水 準値、 疲労感 と 自覚症 状訴え率 、4  )

職権 として「 ミシン」「 アイロン」「 製 図」「 まっ 」」 の4  職種をえ らん だo　5  ） 作業

時間は60 分、作業 前後に 測定 調査を行 ったＯ

結果　 フ リ ッカ ー値は ４職 種と も作業 後低下 した。 そ の低下 の度 合は、（ まっ! ）」 が

一 番 大き く、「 ミシン」 が僅少 の差 でこ れにっ づ く、低 下○少 ない のは製図 であっ たＯ

作業後 の仮字 判別検 査i直は、「 ミ シン」「 ア イロン」「 まっ 夕」「mm 」 の'M に 低下が

少なかっ たＯ

作業 後の 疲労感 と自覚症 状訴え 率は、「 ミシン」 が もっ と も低く、「 ア イロ ン」（ まっ

!）」「mm 」 と 高く なっ た。検 走の 結果、 各職権 と も作 業 前後 の要因 には有 意 次差を 生
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